
書

評
小

葉

田

淳

著

日
本
鉱
山
史
の
研
究

伊

東

多

三

郎

評

日
本
産
業
史
の
中
で
重
要
な
部
円
で
あ
り
な
が
ら
、
研
究
者
が
少
な
く
、

研
究
水
準
も
比
較
的
に
低
い
も
の
は
、
鉱
業
史
で
あ
る
。
特
に
近
世
史
上
の

鉱
業
は
、
財
政
・
貨
幣
お
よ
び
貿
易
な
ど
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
幕
藩
体

制
下
の
基
幹
産
業
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
概
括

的
記
述
が
行
な
わ
れ
る
程
度
に
過
ぎ
ず
、
全
産
業
構
造
と
し
て
の
理
解
は
お

ろ
か
個
別
的
研
究
さ
え
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
長
く
続
い
た
の
で
、
常
に
こ

れ
を
近
世
産
業
経
済
史
学
の
弱
点
と
し
て
有
識
者
の
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
こ
の
未
開
拓
の
分
野
に
敢
え
て
鍬
を
打
ち
こ
み
、

次
々
と
諸
国
の
鉱
山
の
個
別
的
研
究
を
学
界
に
発
表
し
て
来
ら
れ
た
人
が
小

葉
田
氏
で
あ
り
、
同
氏
は
ま
た
鉱
山
史
の
概
説
を
著
し
て
斯
学
の
手
引
と
さ

れ
、
研
究
の
進
歩
に
寄
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鉱
業
史
研
究
の
第
一
人

者
が
従
来
発
表
さ
れ
た
諸
論
文
を
ま
と
め
て
、
こ
こ
に
『
日
本
鉱
山
史
の
研

究
』
を
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
正
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
鉱

業
史
研
究
の
指
南
書
と
し
て
活
用
さ
れ
る
に
違
な
い
。

私
事
に
つ
き
言
及
す
る
の
は
気
が
引
け
る
が
、
戦
後
間
も
な
い
頃
、
私
は

史
料
編
纂
所
の
公
務
と
し
て
「
梅
津
政
景
日
記
」
の
校
訂
出
版
を
担
当
す
る

空陸
Eヨ

こ
と
と
な
っ
た
が
、
梅
津
政
景
は
慶
長
一
万
和
寛
永
期
の
秋
田
務
の
重
臣
と
し

て
、
鉱
山
・
財
政
の
要
務
を
掌
っ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
日
記
に
は
院
内
銀

山
を
は
じ
め
藩
領
の
金
銀
山
の
記
事
が
突
に
多
い
♀
し
か
る
に
鉱
山
に
は
鉱

山
独
得
の
制
度
と
技
術
が
あ
り
、
鉱
山
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ら
一
々
の
解
読
に
は
困
難
を
短
め
、
当
惑
に
苦
し
む
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
同
僚
と
共
に
鉱
業
史
の
方
の
参
考
書
を
調
べ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
役
立

つ
書
と
て
見
当
ら
ず
、
今
更
な
が
ら
こ
の
部
門
の
研
究
の
立
遅
れ
を
痛
感
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
「
梅
津
政
景
日
記
」
を
駄
田
落
成

立
史
の
研
究
史
料
と
し
て
抄
録
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
は
鉱
山
史

の
重
要
性
に
つ
き
十
分
な
知
見
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
、
難
解
の
部
分
に
つ

き
特
に
配
慮
す
る
こ
と
な
く
打
ち
過
ぎ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ざ

校
訂
出
版
と
な
れ
ば
、
鉱
山
の
事
に
つ
き
未
解
不
詳
の
ま
ま
に
し
て
済
ま
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
時
に
当
り
、
卒
に
も
小
業
田
氏
が
早
く
も
「
梅

津
政
景
日
記
」
（
史
料
編
纂
所
に
自
筆
本
か
ら
の
影
写
本
あ
り
）
を
使
っ
て

秋
田
藩
の
鉱
山
の
研
究
に
着
手
さ
れ
て
い
た
の
で
、
時
々
教
示
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
ο

そ
し
て
氏
は
昭
和
廿
五
年
に
「
阿
仁
金
山
の
研
究
」
を
『
史

潮
』
に
発
表
さ
れ
、
翌
廿
六
年
か
ら
本
誌
（
『
史
林
』
）
に
「
院
内
銀
山
の
研
究
」

を
連
載
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
よ
り
私
共
の
鉱
山
知
識
も
一
段
と
啓
発
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

こ
の
後
、
小
葉
田
氏
は
南
部
領
・
仙
台
領
の
諸
金
山
や
出
羽
の
延
沢
銀

山
・
但
馬
生
野
銀
山
・
摂
津
多
田
銀
銅
山
な
ど
の
研
究
成
果
を
精
力
的
に
発

表
さ
れ
た
。
ま
こ
と
に
陸
自
す
べ
き
研
究
振
り
で
あ
っ
た
。
更
に
『
鉱
山
の

歴
史
』
（
昭
和
品
川
一
年
至
文
堂
刊
、
日
本
歴
史
新
書
）
は
現
代
に
お
け
る
最
初
の

良
入
門
書
と
し
て
、
学
界
を
益
し
た
。
ま
た
氏
の
こ
れ
ら
の
諸
業
績
と
並
行

し
て
、
麓
三
郎
氏
の
「
佐
渡
金
銀
山
史
話
』
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
、
石
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川
準
士
口
氏
の
『
生
野
銀
山
と
生
野
代
官
』
な
ど
の
労
作
が
出
版
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
小
葉
田
氏
の
教
示
を
多
か
れ
少
な
か
れ
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
以

上
の
諸
書
す
べ
て
私
共
の
平
常
参
考
の
た
め
座
右
に
備
え
て
い
る
書
で
あ
る

か
ら
、
本
格
的
な
鉱
山
史
研
究
の
新
気
運
は
小
葉
田
氏
を
先
導
と
し
て
起
っ

た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

本
書
は
昭
和
廿
三
年
か
ら
同
四
十
一
年
ま
で
の
聞
に
執
筆
さ
れ
た
諸
論
文

十
五
篇
を
収
載
し
た
も
の
で
、
こ
の
中
、
「
仙
台
領
の
産
金
業
と
本
判
の
制

度
」
以
外
は
、
雑
誌
又
は
紀
念
論
文
集
、
叢
書
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、

今
回
出
版
に
当
た
り
、
い
く
ら
か
補
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
逐
次
そ

の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

第
一
部
は
総
説
で
、
鉱
山
史
概
説
と
鉱
山
技
術
史
の
二
篇
に
分
れ
る
。
概

説
で
は
、
ま
ず
「
日
本
鉱
業
史
と
近
世
の
鉱
業
」
を
概
観
し
た
の
ち
、
「
鉱

山
の
支
配
と
経
営
」
（
例
え
ば
直
山
・
諸
山
・
直
営
山
）
の
諸
形
態
、
「
鉱
山
業

の
組
織
と
技
術
」
を
説
明
し
、
次
に
諸
国
の
金
銀
銅
鉄
な
ど
の
諸
鉱
山
、
銅

貿
易
に
及
び
、
「
明
治
前
期
の
鉱
業
」
を
略
記
し
て
い
る
。
技
術
史
で
は
、

採
鉱
・
製
錬
の
工
程
を
説
明
し
て
詳
細
で
あ
り
、
灰
吹
法
、
南
蛮
鮫
な
ど
の

製
錬
技
術
や
水
上
輸
な
ど
に
よ
る
湧
水
処
理
法
な
ど
の
興
味
深
い
問
題
を
ふ

く
ん
で
い
る
。

次
に
第
二
部
各
説
は
本
篇
に
当
た
り
、
諸
鉱
山
毎
の
個
別
的
研
究
で
あ
る
。

（1
）
陸
奥
の
産
金
こ
れ
は
主
と
し
て
、
奈
良
平
安
時
代
の
陸
奥
の
砂

金
の
産
出
を
取
扱
い
、
近
世
初
頭
に
ま
で
言
及
し
て
い
る

d

史
料
の
制
約
に

よ
り
、
朝
廷
へ
の
貴
金
の
事
例
が
多
い
。

（2
）
対
馬
の
銀
こ
れ
も
大
概
右
と
同
様
な
内
容
で
あ
る
。

（3
）
石
見
銀
山
大
永
・
天
文
頃
開
発
さ
れ
た
石
見
銀
山
が
大
内
・
毛

利
・
尼
子
三
氏
の
争
奪
の
的
と
な
っ
た
事
実
か
ら
豊
臣
氏
の
領
有
に
至
る
ま

で
の
経
緯
を
説
明
し
た
の
ち
、
江
戸
時
代
以
前
に
お
け
る
鉱
坑
の
開
発
と
銀

山
町
の
形
成
、
銀
の
増
産
の
事
例
を
記
し
、
更
に
貨
幣
と
し
て
石
州
銀
の
流

通
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
史
料
不
足
を
補
な
う
た
め
、
銀
山
町
の
寺
院

の
創
建
事
情
を
調
べ
て
銀
山
の
繁
栄
、
人
口
増
加
を
推
測
し
、
あ
る
い
は
朝

鮮
側
の
史
料
を
援
用
し
、
更
に
石
州
銀
の
流
通
を
東
大
寺
文
書
か
ら
推
定
す

る
な
ど
、
注
目
す
べ
き
方
法
が
試
ら
れ
て
い
る
。

（4
）
生
野
銀
山
生
野
は
江
戸
幕
府
の
直
轄
領
で
、
天
文
十
一
年
開
発

以
来
江
戸
時
代
を
通
じ
て
稼
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
銀
山
史
を
前
期
（
天
文
｜

万
治
）
中
期
（
寛
文
l
正
徳
）
後
期
（
享
保
｜
幕
末
）
に
分
け
て
記
述
し
た
最
大

の
雄
篇
で
あ
る
。
特
に
前
期
の
最
盛
時
代
の
「
貢
納
法
と
形
態
」
「
銀
山
町

の
発
達
と
鉱
業
生
産
」
な
ど
は
詳
細
で
有
益
で
あ
る
。
生
野
の
産
銀
は
寛
文

以
降
減
退
し
た
が
、
代
り
に
銅
の
産
額
が
増
し
、
鉛
も
産
出
し
た
こ
と
が
、

中
期
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
後
期
に
入
る
と
、
関
係
史
料
も
多
く
な
る
の

で
、
代
官
所
の
組
織
、
諸
運
上
、
稼
行
の
諸
形
態
、
採
鉱
、
製
錬
、
産
額
、

輸
送
、
売
払
等
に
つ
き
評
細
な
数
量
的
説
明
が
可
能
と
な
り
、
精
密
な
統
計

表
が
所
々
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
稼
山
経
営
と
労
働
の
実
際
」

（
二
四
五
頁
）
「
銀
山
町
の
人
口
」
（
二
六
四
頁
）
を
は
じ
め
「
ロ
屋
と
銀
山
町

隣
郊
村
落
」
「
生
野
領
と
銀
山
の
飯
米
」
な
ど
、
注
目
す
べ
き
問
題
も
漏
さ

ず
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
労
働
事
情
と
共
に
銀
山
付
の
村
々
と
の
関
係
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（5
）
甲
斐
・
信
濃
・
駿
河
の
金
山
武
田
氏
時
代
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
甲
斐
で
は
黒
川
、
西
八
代
、
早
川
町
保
、
駿
河
で
は
富
士
、
安
部
、
信

濃
で
は
佐
久
、
諏
訪
、
伊
那
な
ど
の
金
山
を
挙
げ
、
そ
の
中
特
に
史
料
が
あ
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評

る
黒
川
と
富
士
に
つ
い
て
別
項
を
立
て
て
説
明
し
、
終
り
に
近
世
の
甲
斐
の

雨
畑
金
山
へ
の
稼
行
に
及
ん
で
い
る
。

（6
）
駿
河
安
倍
金
山
前
記
の
諸
金
山
の
中
、
安
部
金
山
の
梅
ケ
島
と

井
川
の
両
金
坑
に
つ
き
、
武
田
氏
時
代
以
降
江
戸
時
代
の
稼
行
を
記
述
し
、

特
に
村
民
の
砂
金
採
集
の
事
に
及
ん
で
い
る
。

（7
）
加
賀
藩
越
中
の
鉱
山
加
賀
藩
領
越
中
新
川
郡
の
「
七
っ
か
ね
山
」

の
中
、
虎
谷
、
松
倉
の
二
金
山
と
亀
谷
の
銀
山
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、

伝
存
史
料
の
相
違
に
応
じ
て
、
説
明
の
体
裁
が
い
く
ら
か
異
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
虎
谷
金
山
に
つ
い
て
は
、
所
在
、
稼
行
お
よ
び
金
山
集
落
が
取

り
扱
わ
れ
、
松
倉
金
山
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
亀
谷
銀
山
は
経
営
と
盛
衰

の
事
情
が
よ
り
詳
し
く
、
そ
の
上
、
「
加
賀
藩
の
鉱
山
領
有
」
諸
制
度
が
附

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
鉱
山
の
盛
時
は
慶
長
元
和
期
で
あ
り
、

寛
永
か
ら
衰
え
、
元
禄
以
降
に
は
前
後
し
て
停
廃
し
、
鉱
山
集
落
が
普
通
の

村
落
と
な
っ
た
事
情
も
、
各
山
毎
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（8
）
南
部
領
の
金
山
白
根
と
朴
の
両
金
山
を
取
扱
い
、
な
お
朴
金
山

附
近
の
砂
金
山
の
事
も
附
記
し
て
い
る
。
白
根
は
西
道
、
模
山
な
ど
と
共
に

南
部
領
の
代
表
的
金
山
で
慶
長
十
年
頃
開
か
れ
た
が
、
寛
文
九
年
十
年
頃
に

は
産
金
が
減
少
し
、
新
た
に
銅
山
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
、

江
戸
時
代
で
は
、
尾
去
沢
と
共
に
産
銅
で
名
高
か
っ
た
が
、
幕
末
に
は
ほ
と

ん
ど
停
廃
し
た
。
（
前
記
麓
三
郎
氏
著
『
尾
去
沢
・
白
根
鉱
山
史
』
に
詳
し
い
て
小

業
田
氏
の
論
文
は
、
金
山
時
代
に
限
り
記
述
し
た
も
の
で
、
金
山
の
諸
問
歩

（
鉱
坑
）
、
経
営
、
統
制
な
ど
に
つ
き
説
明
さ
れ
て
い
る
ο

朴
金
山
は
砂
金

山
で
あ
る
が
、
特
に
山
師
丹
波
弥
十
郎
の
稼
行
を
中
心
3

こ
し
て
説
明
を
進
め
、

更
に
南
部
落
の
定
判
制
（
砂
金
採
集
人
に
免
許
札
を
下
附
し
て
一
定
の
運
上
を
徴
収

す
る
）
を
－
記
し
て
い
る
。

書

（9
）
仙
台
領
の
産
金
業
と
本
判
の
制
度
本
判
と
は
前
記
南
部
落
の
定

判
と
同
様
に
、
砂
金
採
集
の
免
許
札
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
仙
台

領
の
諸
金
山
の
経
営
と
統
制
に
つ
き
、
本
判
制
度
を
中
心
と
し
て
説
明
し
た

も
の
で
、
こ
の
制
度
が
既
に
豊
臣
氏
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
事
を
明
ら
か
に

し
、
更
に
仙
台
藩
で
は
郡
村
に
つ
き
本
判
枚
数
の
一
定
と
役
金
の
定
額
化
を

計
り
、
こ
の
制
度
の
本
質
が
固
定
的
な
貢
租
と
同
様
な
も
の
に
変
っ
た
事
情

を
論
証
し
て
い
る
。

（
叩
）
院
内
銀
山
秋
田
藩
領
の
院
内
銀
山
は
慶
長
十
一
年
に
開
か
れ
、

佐
渡
に
次
ぎ
石
見
、
生
野
と
比
肩
す
る
大
銀
山
と
な
っ
た
。
こ
の
山
の
最
盛

期
、
慶
長
元
和
寛
永
時
代
は
「
梅
津
政
景
日
記
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
の
で
、

本
篇
は
こ
の
時
代
を
中
心
と
し
て
、
体
系
的
に
主
要
問
題
を
研
究
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
ず
「
銀
山
領
有
の
機
構
」
で
は
支
配
の
人
的
組
織
、
支
配
形
態
に

よ
る
鉱
山
の
分
類
、
鉱
山
収
入
の
対
象
（
運
上
諸
役
、
御
払
米
鉛
）
を
逐
一
説

明
し
、
次
に
「
生
産
の
形
態
と
組
織
」
で
は
、
採
鉱
製
錬
の
工
程
と
労
働
組

織
を
詳
記
し
、
「
銀
生
産
の
動
向
」
で
は
諸
問
歩
毎
に
稼
行
の
状
況
を
列
記

し
た
の
ち
、
運
上
諸
役
と
御
払
鉛
の
趨
勢
に
つ
い
て
数
量
を
検
討
し
て
記
し
、

更
に
幕
府
運
上
と
中
後
期
の
山
況
を
述
べ
て
い
る
。
最
後
は
「
銀
山
町
の
構

成
」
で
、
町
の
成
立
、
町
制
、
商
業
、
金
融
、
銀
山
と
院
内
、
小
野
、
横
婦
な

ど
に
つ
き
実
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
u

総
人
口
一
万
内
外
、
元
和
三
年

調
査
で
は
日
本
全
国
か
ら
集
ま
り
、
そ
の
中
、
羽
前
一
五
七
人
、
羽
後
九
四

人
、
遠
国
で
は
備
前
四

O
二
人
、
伊
勢
一
入

O
人
、
加
賀
一

O
四
人
が
多
い

方
で
、
そ
の
他
概
し
て
北
陸
地
方
の
者
が
多
い
。
上
町
、
中
町
、
下
町
、
役

出
口
、
京
町
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
諸
口
聞
の
専
売
が
許
さ
れ
、
傾
城
町
も
あ
り
、

ま
た
公
営
と
民
営
の
質
屋
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
興
味
傑
い
記
事
が
多
い

J

こ
の
院
内
銀
山
の
記
述
は
他
の
論
文
よ
り
も
よ
く
整
う
て
お
り
、
銀
山
稼
ぎ
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の
民
衆
の
姿
も
生
き
生
き
と
記
さ
れ
、
最
も
よ
い
出
来
栄
え
で
あ
る
。
（
こ

の
後
、
院
内
銀
山
町
を
研
究
し
た
論
文
に
、
山
口
啓
二
氏
「
近
世
初
期
秋
田
市
議
に
お
け

る
鉱
山
町
」
〔
伊
東
編
『
国
民
生
活
史
研
究
2
、
生
活
と
社
会
経
済
』
所
収
〕
が
あ
る
。
）

（
日
）
秋
田
領
阿
仁
金
山
阿
仁
は
天
正
三
年
か
ら
銀
山
が
開
か
れ
、
慶

長
十
九
年
か
ら
金
山
と
し
て
栄
え
た
が
、
寛
永
以
降
再
び
銀
山
と
な
り
、
寛

文
か
ら
銅
山
と
し
て
永
続
し
、
秋
田
産
銅
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
こ
の
論
文

は
金
山
時
代
の
生
産
、
領
有
、
鉱
山
町
に
つ
き
、
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
中
、
阿
仁
金
の
江
戸
両
替
の
制
は
、
初
期
貨
幣
史
の
一
問
題
と
し
て
、
興

味
を
ひ
く
。

（
ロ
）
出
羽
延
沢
銀
山
こ
の
銀
山
は
慶
長
か
ら
聞
か
れ
て
覚
、
氷
に
か
け

て
栄
え
、
寛
文
以
降
衰
え
て
正
徳
頃
ま
で
度
々
閑
歩
普
請
が
試
ら
れ
た
が
成

功
し
な
か
っ
た
。
も
と
山
形
領
（
最
上
氏
、
次
に
鳥
居
氏
）
で
あ
？
た
が
、
寛

永
十
一
年
か
ら
天
領
と
な
っ
た
。
院
内
、
阿
仁
な
ど
と
違
い
、
史
料
が
少
な

い
の
で
、
推
測
記
事
も
多
い
が
、
小
葉
田
氏
の
精
査
に
よ
り
、
開
坑
、
領
知

の
変
遷
、
諸
問
歩
、
幕
府
の
支
配
、
運
上
諸
役
、
江
戸
登
せ
金
銀
、
銀
山
町

な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
他
の
著
名
な
奥
羽
の
諸
鉱
山
と
違
っ
て
、

早
く
廃
山
同
然
と
な
っ
た
為
、
あ
ま
り
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
延
沢
銀
山
が
、

こ
の
論
文
で
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

（
日
）
摂
津
多
国
銀
銅
山
多
国
で
は
奈
良
平
安
時
代
に
銅
を
産
し
た
が
、

下
っ
て
豊
臣
氏
時
代
か
ら
銀
を
産
し
、
関
が
原
役
以
後
、
石
見
、
生
野
な
ど

と
同
じ
く
天
領
と
な
り
、
寛
文
か
ら
元
禄
に
か
け
て
銀
銅
を
多
く
産
出
し
、

幕
末
に
は
鉛
の
産
出
も
あ
っ
た
。
諸
問
歩
の
状
況
、
産
銅
、
領
有
と
運
上
、

製
錬
（
初
期
か
ら
南
蛮
吹
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
）
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
が
諸
論
文
の
概
要
で
あ
る
。
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こ
の
論
文
集
に
は
重
要
な
鉱
山
図
、
精
密
な
計
数
表
、
多
数
の
史
料
註
、

懇
切
な
地
名
事
項
文
献
別
索
引
が
附
載
さ
れ
、
詳
密
な
本
文
記
事
と
共
に
、

多
年
に
わ
た
る
小
葉
田
氏
の
努
力
と
気
力
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
お
の
ず
か
ら
物
語
っ
て
い
る
。
前
に
も
記
し
た
通
り
、
鉱
山
の
諸
制

度
、
鉱
山
用
語
は
難
解
で
あ
る
が
、
採
鉱
製
錬
技
術
に
至
っ
て
は
尚
更
理
解

し
が
た
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
上
、
鉱
山
関
係
史
料
に
は
散
失
が
い
ち
じ
る

し
く
、
ま
た
現
地
を
踏
査
し
な
け
れ
ば
、
鉱
坑
の
状
態
が
わ
か
ら
な
い
の
が

普
通
で
あ
る
。
「
ま
え
が
き
」
に
も
記
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
、
鉱
山
史
の
基
本

史
料
は
領
主
側
の
史
料
、
地
方
役
人
の
史
料
、
山
主
・
山
師
の
史
料
に
分
け

ら
れ
る
が
、
時
代
を
通
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
少
な
い
の
で
、
南
部
落
の

「
雑
書
」
や
秋
田
務
の
「
国
典
類
抄
」
の
よ
う
な
務
庁
記
録
、
石
見
銀
山
の

野
沢
氏
、
生
野
銀
山
の
木
村
氏
、
多
国
銀
銅
山
の
秋
山
氏
な
と
地
方
役
人
の

書
留
類
を
丹
念
に
渉
猟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ο

山
師
の
文
書
は
、
佐
渡
の

味
方
氏
、
秋
田
領
の
荒
谷
氏
の
史
料
の
ほ
か
に
は
、
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
小
葉
田
氏
が
山
主
の
史
料
と
し
て
、
住
友
家
修
史
室
の
銅
山
文
書
を

活
用
し
得
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
研
究
を
促
進
し
た
に
違
い
な
い
が
、

全
体
と
し
て
諸
鉱
山
の
史
料
を
現
地
に
採
訪
し
、
何
回
と
な
く
東
に
西
に
踏

査
を
続
け
ら
れ
た
基
礎
作
業
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
れ
ら
開
拓
的
研
究
が
成
就

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
史
料
の
中
に
は
、
現
地
の
研
究
者
の
収
集
し
又

は
研
究
し
た
も
の
、
例
え
ば
山
根
俊
久
氏
箸
『
石
見
銀
山
に
関
す
る
研
究
』

太
田
虎
一
氏
著
「
生
野
誌
』
と
収
集
史
料
、
浅
井
米
士
口
氏
等
編
纂
の
南
部
領

山
先
青
山
氏
の
記
録
、
千
葉
一
房
夫
氏
著
「
奥
州
鉱
業
史
」
一
な
と
地
方
史
研
究

の
成
果
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
参
考
史
料
と
し
て
便
利
な
書
に
、

138 



評

江
戸
時
代
に
編
集
さ
れ
た
「
院
内
銀
山
記
一
「
生
野
銀
山
旧
記
一
司
石
見
銀

山
旧
記
』
、
秋
田
領
の
一
鉱
山
至
宝
要
録
一
な
ど
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

3

し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
基
本
史
料
と
参
考
史
料
を
精
査
収
集
し
て
、
そ
れ
に
基

づ
き
技
術
か
ら
経
営
を
ふ
く
む
諸
事
実
を
詳
述
し
た
と
こ
ろ
に
、
他
人
の
追

随
を
許
さ
ぬ
独
自
の
学
風
が
み
ら
れ
る
。
「
鉱
山
史
の
研
究
を
す
す
め
る
上

に
、
先
人
の
論
著
で
参
考
し
た
も
の
が
な
い
で
は
な
い
が
、
わ
た
く
し
に
は

信
患
で
き
う
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
採
集

し
た
史
料
の
検
討
と
整
理
か
ら
は
じ
め
て
、
わ
た
く
し
な
り
に
構
想
を
た
て

記
述
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
（
ま
え
が
き
）
と
い
う
述
懐
に
、
誰
し
も
感
に

打
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
構
想
は
と
見
れ
ば
、
全
篤
を
通
じ
て
史
料
の
制
約
に
し
た
が

い
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
概
ね
次
の
よ
う
な
主
題
が
骨
組
と
な
っ
て
い
る
。

開
発
と
変
遷
、
領
主
の
支
配
形
態
、
諸
問
歩
の
実
態
、
採
鉱
製
錬
の
工
程
、
産

額
、
運
上
諸
役
、
労
働
組
織
、
産
金
銀
銅
の
上
納
、
集
荷
（
又
は
両
替
）
、
鉱

山
町
、
鉱
山
付
の
村
々
、
米
そ
の
他
諸
品
移
入
の
統
制
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
主
題
は
史
料
の
残
存
す
る
限
り
、
鉱
山
史
の
研
究
に
は
ゆ
る
が
せ
に
で

き
な
い
問
題
で
あ
る
か
ら
、
今
後
永
く
襲
用
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
な
お
小

葉
田
氏
は
貿
易
史
と
貨
幣
史
に
も
通
達
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
関
連
の
記
述

も
諸
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
が
本
書
の
長
所
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
広
い
視

野
も
ま
た
今
後
の
鉱
山
史
研
究
に
必
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
金
銀
山
史

研
究
の
よ
う
や
く
半
途
に
達
し
た
と
い
う
思
い
」
で
、
「
銅
山
史
研
究
を
も

さ
ら
に
進
め
た
い
」
（
ま
え
が
き
）
と
い
わ
れ
る
氏
に
対
し
て
、
今
後
も
一
段

と
個
別
鉱
山
史
の
解
明
を
進
め
ら
れ
る
と
共
に
新
た
な
問
題
の
提
起
も
窓
た

大
い
に
期
待
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
個
別
的
研
究
の
中
の
一
つ
の
主
題
と

し
て
、
務
の
財
政
・
流
通
政
策
と
務
領
鉱
山
の
経
営
と
の
関
係
を
取
り
上
げ

書

て
い
た
だ
き
た
い
a

本
設
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
加
伐
様
、
南
部
様
、
秋
悶

叫
設
な
ど
で
は
、
こ
の
よ
ろ
な
個
別
的
研
究
が
可
能
で
あ
ろ
笛
で
あ
る

J

特
に

法
制
成
立
期
の
領
主
た
ち
が
鉱
山
の
開
発
噌
産
を
奨
励
し
た
実
例
が
多
い
の

で
、
そ
れ
ら
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ぞ
更
に
幕
府
の
鉱
山
政
策
と
経

営
と
に
結
び
付
け
て
展
望
を
広
く
す
る
に
し
た
が
い
、
一
恭
務
体
制
の
産
業
地
問

造
の
中
に
占
め
る
鉱
山
業
の
地
位
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か

ψ

鉱
山

史
研
究
の
現
状
で
は
、
な
お
個
別
的
に
諸
国
の
金
銀
山
・
銅
山
（
更
に
鉄
山

も
）
を
逐
一
取
り
上
げ
て
研
究
成
果
を
学
界
共
有
の
財
と
す
る
こ
と
が
最
も

必
要
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
と
併
行
し
て
右
の
よ
う
な
展
望
も
漸
次

に
聞
け
る
よ
う
に
し
た
い
3

こ
の
期
待
は
、
小
葉
田
氏
の
研
究
を
先
導
と
し

て
関
連
部
門
を
専
攻
す
る
人
々
の
努
力
目
標
で
も
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

近
年
、
若
い
研
究
者
の
中
に
は
、
基
礎
的
研
究
を
十
分
に
行
な
う
こ
と
な

く
、
た
だ
着
想
の
新
し
さ
を
競
い
合
い
、
速
成
の
推
論
を
娠
り
ま
わ
し
て

「
評
論
」
と
「
研
究
」
の
区
別
さ
え
付
か
な
い
向
き
も
見
受
け
ら
れ
る
。
短

距
離
選
手
は
多
い
が
長
距
離
選
手
は
少
な
い
。
こ
の
学
界
風
潮
に
対
し
て
、

小
業
田
氏
の
開
拓
的
業
績
は
大
き
な
教
訓
と
な
る
に
違
い
な
い
。
氏
の
鉱
山

史
研
究
は
、
突
に
昭
和
七
年
稿
、
同
八
年
木
誌
（
『
史
林
』
一
八
J
二
発
表
の

「
石
見
銀
山
」
に
始
ま
る
も
の
で
、
こ
の
研
究
の
芽
を
戦
後
の
混
乱
に
も
挫

け
ず
育
成
し
て
、
花
を
咲
か
せ
突
を
結
ん
だ
の
が
本
書
で
あ
る
。
こ
の
長
年

の
研
究
成
果
に
感
銘
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
、
氏
の
ご
と
き
長
距
離
選
手

出
よ
と
念
じ
つ
つ
、
こ
こ
に
一
文
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。
（
A
5
版
、
本
文

七
六
O
真
、
索
引
等
三
－
一
頁
、
昭
和
四
三
年
五
月
、
岩
波
書
店
刊
、
定
価
二
五
O
O円）

『
東
京
大
学
史
料
耐
誌
所
教
授
）
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